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話題提供「担い手の確保・定着対策」 

 

２０１７年３月８日 
          

株式会社北海道建設新聞社 

荒木 正芳 

札幌建青会 

建設マネジメント研究委員会意見交換会資料 

広がったワニの口をいかに閉じるか？ 
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若者の勤労意識変化 

1. バブル崩壊後に生まれた世代 

2. 一流企業も倒産する時代 

3. リストラで職を失う時代 

4. 今の生活を維持できればいい。 

5. 頑張れば良くなるという時代ではない。 

札幌建設業協会が札幌工高の生徒を対象に実施したアンケート調査 

高校生の母親との懇談会 

平成２７年１月２３日、札幌市内の北海道経済セン
ターで開催。北海道商工会議所連合会、北海道建設
業協会、建専連北海道地区連合会の３団体が主催し
た。 
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主な意見 

• 建設業の仕事は体力的にきつく、冬は仕事
がなくて、失業保険をもらって生活してい
るのはないか？ 

• 建設業の悪いイメージが独り歩きしている。
もっと業界を理解してもらうために、ＰＲ
に力を入れていくべきだ。 

• 高校生の職業体験では遅い。小学生から親
子体験ができれば、職業選択の幅が広がる。 
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～宗谷建設青年会のアンケート調査から～ 

第31回北海道建青会全道会員大会の資料 
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アンケート結果から読み取れるものは？ 

• 生徒・保護者・教師とも建設業の実態がよく分かっていない。 

• 技術者、技能者、作業員の区別がつかない。 

• 興味を持ってもらうよりも、まずは「分からない」を減らす努力
が必要ではないか。 

• 出前講座や座談会の効用。建設業に対する印象やイメージな
どが劇的に変化する。 

• 今の子供たちは「地元志向」が強い。働き口さえあれば、親の
近くいたい。 

 

人材確保・定着の課題 

1.３年以内の離職をどう食い止めるか。 

2.新３Ｋ（給料、休暇、勤務時間）対策 

3.普通高校の新規学卒者の技術者教育。 

4.女性技術者の進出促進と活用。 

5.育てる側の意識改革をどう進めていく
か。 
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「仕事の進め方改革」の提言 

1. エリアやチームで、若手技術者・技能者
を育てる仕組みづくり。 

2. ワークライフバランス（仕事と家庭の両
立）の実現 

3. 発注者・受注者が一体となった現場の週
休２日制導入（日給月給から給料制への
移行） 

 

まとめ 

• 人材確保・定着の特効薬はない。 

• 女性、高齢者、外国人の積極活用は、無駄とはいわない
が、根本的な解決策にはならない。 

• 経営者が、若者の一生を背負う気概を持つ。 

• 机に座って仕事をするよりも、身体を動かすことのほう
が性に合っている、という若者は少なくない。その人た
ちに、いかに「やりがい」や「魅力」を伝えるか。 

• 「親の近くで暮らしたい」という若者の心をつかめ。建
設業は「子宝産業」でもある！ 

• 業界の若手に思い切って任せる。若者たちは、年齢の近
い人間の言葉に、心を動かす。 


